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２０２1年　6　月　14　日　　担当　小松

原油先物上昇、ワクチン接種進展で需要回復

［ニューヨーク　１１日　ロイター］ - 米国時間の原油先物は上昇し、北海ブレントが２０１９年以来の

高値を付けた。新型コロナウイルスワクチン接種の進展を受け感染拡大抑制策が緩和される中、原油需要

は回復しており、原油先物は３週連続で上昇した。

北海ブレント原油先物の清算値は０．１７ドル高の１バレル＝７２．６９ドル。一時は１９年５月以来の

高値を付けた。週初からの上昇率は１％。

米ＷＴＩ原油先物の清算値は０．６２ドル高の７０．９１ドル。清算値としては１８年１０月以来の高値

となる。週初からの上昇率は１．９％。

リポー・オイル・アソシエーツ（ヒューストン）のアンディ・リポー氏は「石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）

加盟国とロシアなどの非加盟国で構成する『ＯＰＥＣプラス』が産油量を抑制する中、北米と欧州でのワ

クチン接種の進展で原油需要が回復している」と指摘。プライス・フューチャーズ・グループのシニアア

ナリスト、フィル・フリン氏は「需要は供給よりも速いペースで回復しており、需要を満たすために供給

増が必要になる」と述べた。
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社説：懸念される上流投資の停滞
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分厚い「鈍器本」、独学ニーズに的　ヒットの理由聞く(1/2)

辞書並みに分厚く、金づちのように鈍器になり得ることから「鈍器本」と呼ばれる本が売れている。紙

の書籍の売れ行きが不振な現代にあって、ダイヤモンド社から刊行された鈍器本で、独学のノウハウをま

とめた「独学大全」の発行部数は20万部だ。新型コロナウイルス禍でデジタル化が進むなか、分厚い紙の

書籍が売れる理由は何か。同書の編集を担当した書籍編集局の田中怜子氏に話を聞いた。

――「独学大全」は「鈍器本」とも呼ばれています。

「もとはSNS上でKindle版と対比して『鈍器版』『鈍器』などと呼ばれ始めたのがきっかけだ。一般のビ

ジネス書は通常、200～300ページ程度だが『独学大全』は788ページと異例の厚さを誇る」

「網羅性にこだわったので本自体はかなり厚いが、全てを読み切る必要はない。辞書のように必要だと感

じたときに使い、好きな箇所だけ読んでもらえればいい」

――「独学大全」は20年9月に発売後、発行部数が20万部になりました。

「一般向けの市場で、500ページを超えるような厚い本がここまで売れていることが異例だ。筆者の読書

猿さんも3万部程度の部数を見込んでいたと話していた」

「Kindle版やオーディオブックも買う人がいると聞いている。家に紙の本を置き、外出時はKindle版を活用

する読者もいる」

――売れた理由はどこにあるのでしょうか。

「理由は3つある。1つ目は独学で困っていた人が潜在的に多くいたことだ。独学だけにフォーカスし、そ

のノウハウを指南してくれる本はこれまでなかった」
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分厚い「鈍器本」、独学ニーズに的　ヒットの理由聞く(2/2)

「2つ目は分厚い本を求めるニーズをつかめたことだ。ネットで簡単に情報を入手できる時代だからこそ、

1冊で身になるように信頼できる網羅的な教養を本で得たい、とのニーズが強くなっている」

「3つ目はコロナ禍の影響だ。年末年始など長期休暇に同書がよく売れた。巣ごもりで余暇が増えたこと

や、先行きへの不安もあり学びへの意識が高まったのではないか」

――制作の経緯は。

「3年ほど前に著者の読書猿さんが書いた『アイデア大全』という本に衝撃を受けて声をかけたのがきっ

かけだ。自分自身が一人の学ぶ人間として、どう学んだらいいのかわからないという悩みを抱いていたの

も、制作の動機だ」

「独学をテーマに本を書くことになった際、読書猿さんからすぐに目次が届いた。普通の本作りならあり

得ないが、ほぼこの目次に手をつけず刊行することになった」

――なぜここまで厚くなったのでしょうか。

「一因には読書猿さんが『大全』という言葉に強いこだわりを持っていたことがある。目次も原稿も完成

されていたために、触りづらかったのも事実だ。厚すぎるのでどうするかといった話は何度もしていたが、

結局そのまま刊行した」

「歴史上の独学者をとりあげる『独学者列伝』というコラムも入れていたが、100ページ程度増えるため

見送った」

――鈍器本にはこれからも力を注ぐのでしょうか。

「ビジネス書のマーケットで求められているものが、網羅性のある情報や信頼の置ける情報になってきて

いる。網羅性や信頼の置ける情報の発信は本だからこそできると思う。その軸は外さずに本を作っていき

たい」

国内の出版市場規模はこれまで縮小の一途をたどってきた。出版科学研究所の統計では書籍出版販売額は

1996年（1兆931億円）をピークに、2019年には6723億円にまで落ち込んだ。過去にも用語の解説本など

厚手の本はあったが、ネットの台頭で販売が縮小した。

しかし、ネット上で手に入る情報のすべてが信頼に足るものばかりではないのも事実だ。新型コロナの感

染が拡大した当初、SNSなどネット上には様々な噂・デマなども含めて大量の情報があふれた。「イン

フォデミック」という言葉が象徴するように、情報が社会に与える影響は大きなものになっている。

情報がどこにでもあるからこそ「信じられる情報がどこにあるかわからない」状況に陥ったのが現代だ。

だからこそ「鈍器本」のように、編集され、信頼に足る、厚くて情報量のある本への注目度が高まってい

る。
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